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◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

２
月
10
日
（
金
）
第
56
回
事
務
局
研
修
会

５
月
16
日
（
火
）
総
務
部
会

６
月
２
日
（
金
）
正
副
会
長
・
部
長
会
議

６
月
14
日
（
水
）
第
３
５
３
回
理
事
会

７
月
３
日
（
月
）
通
常
総
会
・
全
国
大
会
（
松
山
市
）

２０２３年（令和５年）２月１日（水曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７７７号（　）

【 登 録 申 請 受 付 開 始： 令和３ 年1 0 月1 日～】

イ ン ボ イ ス 制 度 に つ い て

※インボイスとは、登録番号のほか、一定の事項が記載さ れた請求書や納品書その他これらに類するも のをいいます。

国税庁

◆お問合せ先
消 費 税 軽 減 税 率

電 話 相 談 セン タ ー

国税 庁ホームページ

（ h ttp s: //w w w .n ta .g o . jp ）の

「 インボイス制度特設サイト 」

をご 覧く ださ い。

詳 し く お 知 り に な り た い 方 は

【   　 　 　 】
【 受 付 時 間 】

0120 -20 5-553
9： 0 0 ～17： 0 0（ 土日祝除く ）　

フ リ ー
ダイ ヤル

登録申請は、 を ご利用いただく と

手続がスムーズです。

e-Ta x

29_ 東京交通新聞 H98.5m m×W 377.5m m

特 設 サイト へ

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

イ ンボイスを 交付する

事業者と な る には

事前に登録申請が必要で す！

事業者の 

みなさ まへ 「 適 格 請 求 書 等 保 存 方 式 」
( い わ ゆ る イ ン ボ イ ス 制 度 ) が 導 入 さ れ ま す。

令 和5 年10 月1 日から 消費税の仕入税額控除の方式と し て

専 用 ダ イ ヤ ル

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）

年間購読料：2,500円

２０１５年（平成27年）８月１日（土曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第６８７号（　）
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常
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大
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懇
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水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
　
　
５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
　
６
面

　　　　　

　　
第55回通常総会　平成2７年度全国大会

―  平成2７年７月８日・宇都宮市　―

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　
建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長
　
　
　
　

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長
　

川
崎
水
道
議
連
会
長
　
ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長
　
本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

　
自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

　
水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

　
決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

　
な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
や

中
学
高
校
の
入
試
が
始
ま

り
、
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
本
格

化
し
て
い
る
。
受
験
生
に
は

日
頃
の
努
力
の
成
果
が
実
り

「
入
学
し
て
よ
か
っ
た
」
と

感
じ
る
学
校
に
合
格
し
て
ほ

し
い
と
切
に
願
う
。
◆
待
ち

受
け
る
学
校
側
も
急
速
な
少

子
化
の
時
代
を
迎
え
、
よ
り

多
く
の
受
験
生
を
取
り
込
も

う
と
努
力
が
続
く
。
も
の
づ

く
り
を
支
え
る
工
業
高
校
は

ど
う
か
。
東
京
都
立
の
工
業

高
校
に
つ
い
て
、
都
教
育
委

員
会
は
本
年
四
月
か
ら
、
全

十
五
校
の
名
称
を
「
工
科
高

校
」
に
変
更
す
る
。
設
備
科

等
を
有
す
る
全
国
の
公
立
工

業
高
校
か
ら
成
る
全
国
設
備

工
業
教
育
研
究
会（
全
設
研
）

に
所
属
す
る
蔵
前
工
業
高
校

は
「
蔵
前
工
科
高
校
」
に
変

わ
る
。
名
称
変
更
も
時
代
に

合
わ
せ
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
一
環
と
い
う
。
◆
若
手
入

職
者
の
育
成
は
喫
緊
の
課
題

だ
。
地
元
校
を
育
て
維
持
す

る
こ
と
は
、
将
来
の
業
界
の

担
い
手
の
育
成
に
繋
が
る
。

本
会
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
昨
年
の
本
紙
十
二
月

号
既
報
の
技
能
検
定
の
練
習

管
材
料
を
提
供
す
る
全
設
研

在
校
生
へ
の
支
援
制
度
の
継

続
な
ど
、
業
界
の
側
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
・
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
式　
　
　

２
面

第
３
５
２
回
理
事
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
面

第
63
回
通
常
総
会
・
全
国
大
会
の
ご
案
内　
　
　
　

３
面

令
和
５
年
度
管
工
事
・
土
木
技
術
検
定
日
程	

５
面

新年賀詞交歓会

入
職
者
数
の
減
少
に
よ
る
今

後
の
応
急
復
旧
体
制
維
持
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
喫
緊
か
つ
最
大

の
課
題
で
あ
る
若
手
技
術
者

技
能
者
の
入
職
と
定
着
促
進

の
方
策
、
そ
し
て
、
悪
質
な

工
事
業
者
の
存
在
は
、
管
工

事
業
の
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
を

低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
全
管

連
で
も
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
努
め
、
こ
れ
か
ら

も
関
係
機
関
と
連
携
し
て

「
命
の
水
」
を
届
け
る
べ
く

技
能
者
集
団
と
し
て
国
民
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
て
ま

い
り
ま
す
。」
と
述
べ
た
。

　

新
年
賀
詞
交
歓
会
に
先
立

ち
、
令
和
四
年
度
生
活
衛
生

事
業
功
労
者
（
水
道
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
式
が
行

わ
れ
、名
倉
水
道
課
長
よ
り
、

本
会
監
事
の
渡
邊
宇
之
助
氏

（
神
奈
川
県
連
理
事
）、
本
会

理
事
の
岡
田
明
彦
氏
（
岐
阜

県
協
専
務
理
事
）	

に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
た
。

	

（
詳
細
は
二
面
参
照
）

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協

会
は
、
令
和
五
年
度
の
配

水
管
工
技
能
講
習
会
の
申

込
案
内
を
二
月
一
日

（
水
）、
同
協
会
の
ホ
ー
ム

ー
ペ
ー
ジ
で
公
開
、
八
日

よ
り
受
付
を
開
始
す
る

（
概
要
は
八
面
参
照
）。

　

配
水
管
工
技
能
講
習
会

（
小
口
径
管
）
と
同
（
大

口
径
管
）
が
あ
り
、
小
口

径
管
は
、耐
震
継
手
管（
Ｇ

Ｘ
、
Ｎ
Ｓ
形
管
）
等
を
主

体
と
し
た
講
習
会
で
、
配

水
管
布
設
工
事
に
お
い
て

水
道
用
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
の
配
管
・
接
合
の
実
務

経
験
が
二
年
以
上
あ
り
、

配
管
接
合
に
関
す
る
基
本

動
作
を
問
題
な
く
行
え
る

者
を
対
象
と
し
て
三
日
間

の
講
習
を
行
う
。

　

大
口
径
管
は
、
口
径
五

百
㎜
以
上
の
耐
震
継
手
管

（
Ｎ
Ｓ
、
Ｓ
形
管
）
等
を

使
用
し
た
講
習
会
で
、
耐

震
継
手
配
水
管
技
能
者
と

し
て
日
本
水
道
協
会
に
登

録
済
み
の
者
を
対
象
と
し

て
二
日
間
の
講
習
を
行

う
。

　

な
お
、
申
込
み
は
ウ
ェ

ブ
申
込
（
郵
送
に
よ
る
申

込
に
は
千
百
円
の
手
数
料

が
別
途
必
要
）
で
行
う
。

　

詳
細
は
、（
公
社
）
日

本
水
道
協
会
配
水
管
工
技

能
講
習
会
事
務
担
当
（
電

話
〇
三
︱
三
二
六
四
︱
二

四
九
六
、http://w

w
w
.

jw
w
a.or.jp/haikan/

）

ま
で
。

令
和
５
年
度
配
水
管
工
技
能
講
習
会

井
宏
幸
下
水
道
事
業
課
長
、

厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛

生
局
の
名
倉
良
雄
水
道
課

長
、
給
水
工
事
技
術
振
興
財

団
の
岡
澤
和
好
理
事
長
は
じ

め
関
連
団
体
等
か
ら
の
ご
来

賓
の
方
々
、
賛
助
会
員
の
資

機
材
メ
ー
カ
ー
、
商
社
等
五

十
七
社
・
団
体
約
二
百
五
十

名
に
出
席
い
た
だ
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
新
年

賀
詞
交
歓
会
の
開
催
は
三
年

ぶ
り
と
な
る
。

　

藤
川
幸
造
会
長
は
、
新
年

挨
拶
で
「
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
で
、
先
行
き
不

透
明
な
状
況
が
続
く
中
、

我
々
管
工
事
業
界
に
は
待
っ

た
な
し
の
多
く
の
課
題
が
積

み
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、岸
田
総
理
大
臣
、

斉
藤
国
交
大
臣
、
石
井
副
大

臣
、
水
道
議
連
田
村
会
長
、

水
道
懇
話
会
大
口
会
長
な
ど

と
面
会
し
、
会
員
数
や
若
年

︱　

２
月
８
日
（
水
）
に
日
本
水
道
協
会
の

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
込
開
始　

︱

衆
議
院
議
員
の
務
台
先
生

（
水
道
議
連
事
務
局
長
）

衆
議
院
議
員
の
大
口
先
生

（
水
道
懇
話
会
会
長
）

◇
新
年
賀
詞
交
歓
会
開
催
さ
れ
る
◇

　

衆
参
両
議
院
の
先
生
方

　

給
工
財
団
理
事
長

　

日
水
協
理
事
長

　

ご
来
賓
多
数
が
ご
臨
席

　

︱�

２
５
０
名
が
出
席
︱

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
式
◇

　

渡
邊　

宇
之
助
氏
（
神
奈
川
）

　

岡
田　

明
彦
氏
（
岐
阜
）

　

全
管
連
新
年
賀
詞
交
歓
会

が
、
一
月
十
七
日
、
第
三
百

五
十
二
回
理
事
会
終
了
後
の

午
後
三
時
よ
り
東
京
都
港
区

の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

参
議
院
議
員
の
横
山
先
生

（
水
道
懇
話
会
幹
事
長
）

衆
議
院
議
員
の
山
崎
先
生

（
水
道
懇
話
会
幹
事
）

衆
議
院
議
員
の
盛
山
先
生

（
水
道
議
連
幹
事
長
）

〒170‐0004
東京都豊島区北大塚３－30－10
全管連会館　03（5981）8957

年間購読料：2,500円

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
衆
議
院
議
員
・

田
村
憲
久
先
生
（
自
由
民
主

党
水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟

会
長
）、
同
・
大
口
善
德
先

生
（
公
明
党
上
水
道
・
簡
易

水
道
整
備
促
進
議
員
懇
話
会

会
長
）、
同
・
盛
山
正
仁
先

生（
水
道
議
連
幹
事
長
）、同
・

務
台
俊
介
先
生
（
同
事
務
局

長
）、
参
議
院
議
員
・
水
道

議
連
の
足
立
敏
之
先
生
、同
・

参
議
院
議
員
の
足
立
先
生

（
水
道
議
連
）

衆
議
院
議
員
の
田
村
先
生

（
水
道
議
連
会
長
）

横
山
信
一
先

生
（
水
道
懇

話
会
幹
事

長
）、
衆
議

院
議
員
・
山

崎
正
恭
先
生

（
同
幹
事
）、

国
土
交
通
省

不
動
産
・
建

設
経
済
局
の

西
山
茂
樹
建

設
市
場
整
備

課
長
、
同
省

水
管
理
・
国

土
保
全
局
下

水
道
部
の
石

藤
川
会
長
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全
管
連
青
年
部
の
太
田
会
長

（
中
央
）
ら
執
行
部
に
よ
る
活

動
Ｐ
Ｒ

　
新
年
賀
詞
交
歓
会
に
先
立

ち
、
令
和
四
年
度
生
活
衛
生

民
党
・
水
道
事
業
促
進
議
員

連
盟
会
長
の
田
村
憲
久
衆
議

院
議
員
よ
り
、
令
和
六
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
水
道
行

政
の
移
管
に
つ
い
て
、「
自

民
党
下
水
道
事
業
促
進
議
員

連
盟
の
幹
事
長
も
務
め
て
い

る
の
で
、
皆
様
の
心
配
が
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
対
応

◆
新
年
賀
詞
交
歓
会
◆

◇
令
和
４
年
度
生
活
衛
生
事
業
功
労
者

　

水
道
関
係　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
◇厚労大臣表彰式を終えて。（右から）渡邊神奈川

県連理事、名倉水道課長、岡田岐阜県協専務理事

神
奈
川
県
連
の
渡
邊
理
事（
中
央
）

岐
阜
県
協
の
岡
田
専
務
理
事（
中
央
）

愛
媛
県
管
工
事
協
同
組
合
連

合
会
の
櫻
井
健
吾
会
長
よ

り
、
七
月
三
日
に
愛
媛
県
松

山
市
の
愛
媛
県
県
民
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
つ
い
て
、
多
数
の
参
加
呼

び
か
け
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
、
全
管
連
青
年
部

協
議
会
の
太
田
勝
晶
会
長

（
神
奈
川
県
連
）
を
は
じ
め

と
す
る
執
行
部
が
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
日
頃
の
親
会
に
対
す
る

支
援
の
御
礼
、
今
後
の
活
動

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
最
後
に
、
臼
倉
　
進
筆
頭

副
会
長
に
よ
る
中
締
め
に
よ

り
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
は
盛

会
の
内
に
閉
幕
し
た
。

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団
の

　
岡
澤
理
事
長

日
本
水
道
協
会
の

　
青
木
理
事
長

事
業
功
労
者
（
水
道
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
式
が
行

し
、
水
道
整
備
を
進
め
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

　
賀
詞
交
歓
会
は
、（
公
財
）

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団
の

岡
澤
和
好
理
事
長
の
発
声
で

乾
杯
が
行
わ
れ
、
新
年
の
門

出
を
祝
っ
た
。

　
ま
た
、
第
六
十
三
回
通
常

総
会
・
全
国
大
会
開
催
地
の

わ
れ
た
。

　
本
会
推
薦
に
よ
り
、
神
奈

川
県
管
工
事
協
同
組
合
連
合

会
の
渡
邊
宇
之
助
理
事
、
岐

阜
県
管
設
備
工
業
協
同
組
合

の
岡
田
明
彦
専
務
理
事
に
名

倉
良
雄
水
道
課
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、
自

　
国
土
交
通
省
と
総
務
省
は

一
月
十
一
日
付
の
両
省
連
名

で
、
標
記
に
つ
い
て
都
道
府

県
・
政
令
都
市
と
各
議
会
事

務
局
に
対
し
通
知
す
る
と
と

も
に
、
国
交
省
は
同
日
付
で

本
会
を
含
む
建
設
業
団
体
に

も
不
動
産
・
建
設
経
済
局
建

設
業
課
長
名
で
事
務
連
絡
を

送
付
し
た
。

　
詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
一

月
十
一
日
付
）
を
参
照
く
だ

さ
い
。

　
国
土
交
通
省
及
び
総
務
省

は
、
令
和
二
年
度
よ
り
全
て

の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

平
準
化
の
進
捗
状
況
及
び
施

策
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
公

表
す
る
「
見
え
る
化
」
を
実

施
す
る
な
ど
、
各
地
方
公
共

団
体
の
平
準
化
の
取
組
を
促

進
し
て
き
た
が
、
「
令
和
三

年
度
入
札
契
約
適
正
化
法
に

基
づ
く
実
施
状
況
調
査
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
直
近
の
各

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
平

準
化
の
進
捗
状
況
及
び
施
策

の
取
組
状
況
に
つ
い
て
「
見

え
る
化
」
し
て
公
表
し
た
。

　
平
準
化
は
、
円
滑
な
施
工

確
保
に
資
す
る
こ
と
に
加

え
、
年
間
を
通
じ
た
工
事
量

の
安
定
に
よ
る
工
事
に
従
事

す
る
者
の
処
遇
改
善
や
、
人

材
・
資
材
・
機
材
等
の
効
率

的
な
活
用
促
進
に
よ
る
建
設

業
者
の
経
営
の
健
全
化
等
に

寄
与
し
、
ひ
い
て
は
公
共
工

事
の
品
質
確
保
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

計
画
的
な
発
注
や
中
長
期
的

な
公
共
工
事
の
発
注
の
見
通

し
の
作
成
及
び
公
表
の
ほ

か
、
余
裕
期
間
制
度
の
活
用

な
ど
に
よ
る
柔
軟
な
工
期
の

設
定
、
積
算
の
前
倒
し
、
工

期
が
一
年
以
上
の
公
共
工
事

の
み
な
ら
ず
工
期
が
一
年
に

国
土
交
通
省
の

　
西
山
建
設
市
場
整
備
課
長

厚
生
労
働
省
の

　
名
倉
水
道
課
長

国交省・総務省

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
共
工
事

の
施
工
時
期
の
平
準
化
に
関
す
る

取
組
の
「
見
え
る
化
」
を
踏
ま
え
た

更
な
る
取
組
の
推
進
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
施
工
時
期
の
平
準
化

に
つ
い
て
Ｒ
３
入
契
調
査
を
と
り
ま
と
め

国
土
交
通
省
の

　
石
井
下
水
道
事
業
課
長

満
た
な
い
公
共
工
事
に
つ
い

て
の
繰
越
明
許
費
や
債
務
負

担
行
為
の
活
用
に
よ
る
翌
年

度
に
わ
た
る
工
期
設
定
な
ど

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、平
準
化
の
取
組
は
、

さ
）
債
務
負
担
行
為
の
活
用

し
）
柔
軟
な
工
期
の
設
定

す
）
速
や
か
な
繰
越
手
続
き

せ
）
積
算
の
前
倒
し

そ
）
早
期
執
行
の
た
め
の
目

標
設
定
、の
「
さ
し
す
せ
そ
」

と
呼
ば
れ
る
項
目
（
別
掲
参

照
）
ご
と
に
数
値
が
、
都
道

府
県
・
政
令
都
市
、
人
口

十
万
人
以
上
の
市
区
、
人
口

十
万
人
未
満
の
市
区
町
村
の

区
分
で
、
平
準
化
率
や
そ
の

取
組
の
状
況
が
示
さ
れ
て
い

る
。

 余裕期間制度の活用により、例えば、受注者が工事開始日や工期末を選択しやすくなるなど、受注者は人材や資機材の調
整を行いやすくなるため、工事の円滑な施工が見込まれます。

 通常、大規模な工事で工期が複数年にわたる場合は、債務負担行為を設定することにより、複数年にわたる契約が締結さ
れますが、工期が１２ヶ月未満の工事でも、債務負担行為を設定することにより、年度をまたいだ契約を行うことが可能
になります。

債務負担行為の活用 （さ）

柔軟な工期の設定（余裕期間制度の活用） （し）

 債務負担行為を活用して複数の年度にまたがる契約を行うことにより、年度当初の閑散期（４月～６月）においても工事の
施工が可能になり、施工時期の平準化につながります。

 また、ゼロ債務負担行為※を設定することにより、次年度当初から工事に着手でき、出水期までに施工が必要な工事な
どへの対応が可能になります。 ※主に補正予算で、年度内に契約まで済ませるが、支払いはゼロである債務負担行為

 年度末に工期末が集中しないよう上半期（特に４～６月）の執行率（契約率）の目標を設定し早期発注を目指します。

 発注前年度のうちに設計・積算までを完了させることにより、発注年度当初に積算単価を更新するだけで速やかに発注手
続を行うことができます。

積算の前倒し （せ）

早期執行のための目標設定（執行率等の設定、発注見通しの公表） （そ）

 発注の見通しの公表により、受注者が人材や資機材を計画的に準備でき、円滑な施工が見込まれます。

 悪天候や用地の関係など、年度内に支出が終わらないやむを得ない事由が発生した場合には、年度末を待つことなく、速や
かに繰越手続を開始することにより、受注者は、年度内の完成を早期に見直すことができ、余裕をもって人材・資機材のや
りくりを行えるようになります。

速やかな繰越手続 （す）

○平準化を進めるに当たっては、以下の㋚～㋞の取組が有効であると考えられます。

㋚ 債務負担行為の活用、㋛ 柔軟な工期の設定（余裕期間制度の活用）、㋜ 速やかな繰越手続
㋝ 積算の前倒し、㋞ 早期執行のための目標設定（執行率等の設定、発注見通しの公表）

施工時期の平準化の促進に向けた取組（さしすせそ）
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◇
第
63
回
通
常
総
会
・
全
国
大
会
◇

７
月
３
日（
月
）に
松
山
に
お
い
て
開
催

　

全
国
か
ら
多
数
の
参
加
を

︱
　
出
席
者
数
の
予
備
調
査
を
実
施
中
　
︱

　

本
会
の
第
六
十
三
回
（
令

和
五
年
度
）
通
常
総
会
・
全

国
大
会
及
び
関
連
行
事
は
、

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
愛
媛
県
管

工
事
協
同
組
合
連
合
会
（
会

長
・
櫻
井
健
吾
氏
）
が
担
当

し
、
来
る
七
月
三
日
（
月
）

に
松
山
市
の
愛
媛
県
県
民
文

化
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ

る
。

　

四
国
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
い
て

は
、
全
国
か
ら

訪
れ
る
ご
来

賓
、
参
加
者
を

迎
え
る
準
備
に

入
っ
て
お
り
、

全
国
か
ら
の
多

数
の
出
席
を
呼

び
か
け
て
い

愛媛県連の櫻井会長による参加呼掛け

る
。

　

総
会
、
大
会
等
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
全
管
連
で
は
総
会

等
関
連
行
事
の
円
滑
な
準
備

運
営
を
図
る
た
め
、
所
属
組

合
を
通
じ
て
出
席
者
の
予
備

調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
確
保
の
た
め
、
催

物
の
開
催
制
限
等
に
よ
り
参

加
人
数
を
制
限
す
る
可
能
性

や
感
染
症
の
拡
大
な
ど
今
後

不
透
明
な
状
況
で
す
が
、
予

定
通
り
通
常
総
会
・
全
国
大

会
等
が
開
催
さ
れ
た
場
合
を

想
定
し
た
予
備
調
査
と
な
り

ま
す
の
で
、
何
卒
、
ご
理
解
・

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
第
六
十
三
回
通
常
総
会
・

理
事
会
・
全
国
大
会
・
懇
親

会
◇

１
、
日
時　

令
和
五
年
七
月

三
日
（
月
）（
受
付
正
午
～
）

○
通
常
総
会　

午
後
一
時
三

十
分
～
二
時
三
十
分
。

○
第
三
百
五
十
四
回
理
事
会

　

午
後
三
時
～
三
時
三
十

分
。

○
全
国
大
会　

午
後
四
時
～

五
時
。

○
懇
親
会　

午
後
六
時
三
十

分
～
八
時
三
十
分
。

２
、
場
所

　

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

（
愛
媛
県
松
山
市
道
後
町
二

―
五
―
一
、
電
話
〇
八
九
―

九
二
三
―
五
一
一
一
）

総
会
会
場　

一
階
「
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
」。
理
事
会
会
場　

三
階
「
第
六
会
議
室
」。
全

国
大
会
会
場　

一
階
「
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
」。
懇
親
会
会
場

　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
松
山
（
松
山
市
一
番

町
三
―
二
―
一
、
電
話
〇
八

九
―
九
三
三
―
五
五
一
一
）

本
館
四
階
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

３

◇
第
３
５
２
回
理
事
会
◇

愛
媛
県
連
の
櫻
井
会
長
が
参
加
を
呼
掛
け

　

本
会
の
第
三
百
五
十
二
回

理
事
会
は
一
月
十
七
日（
火
）

第
二
号
議
案
　
第
六
十
四
回

（
令
和
六
年
度
）
通
常
総
会

及
び
全
国
大
会
等
の
開
催
地

に
関
す
る
件

　

本
件
に
つ
い
て
、
岩
野
理

事
・
総
務
部
長
よ
り
説
明
が

行
わ
れ
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

島
根
県
に
て
開
催
し
た
い
旨

説
明
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結

果
、原
案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

決
定
を
受
け
て
開
催
地
・
松

江
管
工
事
事
業
協
同
組
合
の

北
野
伸
昭
理
事
長
よ
り
挨
拶

が
行
わ
れ
た
。

第
三
号
議
案
　
第
三
十
三
期

役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
割

当
に
関
す
る
件

　

本
件
に
つ
い
て
、
岩
野
理

事
・
総
務
部
長
よ
り
、
第
三

百
四
十
九
回
理
事
会
（
昨
年

一
月
開
催
）
で
見
直
し
案
が

承
認
さ
れ
、
六
月
の
臨
時
総

会
で
の
定
款
・
諸
規
約
の
改

正
を
受
け
て
本
年
七
月
よ
り

行
わ
れ
る
新
体
制
に
お
け
る

理
事
・
監
事
の
割
当
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
、
審
議
の

結
果
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ

た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

・
定
款
上
の
理
事
数
六
十
人

以
上
七
十
五
人
以
内
と
な

る
。
内
訳
は
、
各
都
道
府
県

よ
り
一
人
（
四
十
七
人
）、

常
勤
役
員
（
二
人
）、
各
支

部
の
所
属
業
者
数
に
比
例
し

て
割
り
当
て
る
（
二
十
六
人

以
内
）。

・
割
当
案
の
計
算
で
現
行
理

事
数
か
ら
大
幅
減
と
な
る
支

部
に
つ
い
て
は
、
割
当
人
数

増
の
調
整
を
行
う
。

・
総
会
で
理
事
一
名
の
支
部

か
ら
会
長
が
選
任
さ
れ
た
場

合
、
翌
月
の
理
事
会
前
に
臨

き
、
司
会
者
に
よ
り
本
理
事

会
が
定
足
数
を
充
た
し
適
法

に
成
立
す
る
旨
の
報
告
の
の

ち
、
藤
川
会
長
が
議
長
に
就

任
し
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
　
第
六
十
三
回

（
令
和
五
年
度
）
通
常
総
会

及
び
全
国
大
会
等
の
関
連
行

事
に
関
す
る
件

　

本
件
に
つ
い
て
、
岩
野
理

事
・
総
務
部
長
よ
り
説
明
が

行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
第

六
十
三
回
通
常
総
会
・
令
和

五
年
度
全
国
大
会
等
関
連
行

事
を
七
月
三
日
（
月
）
に
愛

媛
県
松
山
市
の
「
愛
媛
県
県

民
文
化
会
館
」
に
お
い
て
開

催
す
る
こ
と
に
議
決
さ
れ

た
。
決
定
後
、
愛
媛
県
連
の

櫻
井
健
吾
会
長
か
ら
、
全
国

か
ら
多
数
の
参
加
の
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
た
。

時
総
会
を
開
催
し
て
役
員
補

充
選
任
を
行
う
。

・
理
事
数
の
減
少
に
よ
り
、

専
門
分
野
に
精
通
し
た
役
員

が
退
任
さ
れ
た
場
合
、
委
員

会
運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
昨
年
実
施
し
た
役
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
て
新
体
制

時
も
引
き
続
き
参
画
い
た
だ

第
63
回
通
常
総
会
・
全
国
大
会

７
月
３
日
（
月
）
松
山
に
お
い
て
開
催
へ

理事会

く
。

　
第
四
号
議
案
　
管
工
事
賠
償

補
償
制
度
に
関
す
る
件

　

本
件
に
つ
い
て
、
鹿
野
理

事
・
事
業
部
長
よ
り
説
明
が

行
わ
れ
、
管
工
事
賠
償
補
償

制
度
の
組
合
手
数
料
配
賦
額

の
割
合
を
五
四
％
と
し
、
制

ド
」、
南
館
四
階
「
エ
メ
ラ

ル
ド
」。

３
、
会
費　

　

一
人
三
万
円
、
夫
人
同
伴

の
場
合
二
人
で
四
万
五
千
円

（
税
込
み
）。
総
会
、
全
国
大

会
、
懇
親
会
は
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
お
り
ま
す
（
宿
泊
費
は

別
料
金
）。

◇
記
念
イ
ベ
ン
ト
◇

１
、
記
念
旅
行

（
主
な
見
ど
こ
ろ
）

①
大
山
祇
神
社

　

愛
媛
県
今
治
市
の
沖
、
大

三
島
（
お
お
み
し
ま
）
に
鎮

座
す
る
大
山
祇
神
社
（
お
お

や
ま
づ
み
じ
ん
じ
ゃ
）。
境

内
に
は
推
定
樹
齢
二
千
六
百

年
の
大
楠
が
あ
り
、
古
代
か

ら
こ
の
地
を
見
守
っ
て
き
た

こ
と
を
う
か
が
わ
さ
れ
ま

す
。『
日
本
総
鎮
守
』
と
称

さ
れ
、
数
々
の
著
名
人
や
名

立
た
る
武
将
た
ち
も
尊
崇
し

た
神
社
で
あ
り
、
隣
接
す
る

宝
物
殿
に
は
全
国
で
国
宝
や

重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

た
武
具
類
の
八
割
を
収
蔵
し

て
あ
り
ま
す
。
武
蔵
坊
弁
慶

が
奉
納
し
た
と
伝
わ
る
薙
刀

や
、
源
義
経
や
源
頼
朝
が
奉

納
し
た
鎧
な
ど
、
歴
史
上
の

重
要
人
物
や
武
将
の
奉
納
品

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
道
後
温
泉

　

道
後
温
泉
は
、「
日
本
書

記
」
に
も
登
場
す
る
わ
が
国

最
古
と
い
わ
れ
る
温
泉
で

す
。
古
代
に
名
を
知
ら
れ
た

道
後
温
泉
は
、
白
鷺
の
伝
説

を
は
じ
め
数
々
の
逸
話
や
物

語
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、

わ
が
国
の
歴
史
と
と
も
に
温

泉
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。

　

ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
の
湯

質
は
、
き
め
細
や
か
な
日
本

人
の
肌
に
優
し
い
な
め
ら
か

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館（
写
真
・

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

度
推
進
事
務
費
と
し
て
所
属

業
者
一
社
あ
た
り
二
百
円
を

配
賦
し
た
い
旨
等
の
説
明
が

行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

松
山
城
（
写
真
・（
一
社
）
愛

媛
県
観
光
物
産
協
会
よ
り
）

な
お
湯
で
、刺
激
が
少
な
く
、

湯
治
や
美
容
に
適
し
て
お

り
、
十
八
本
の
源
泉
か
ら
汲

み
上
げ
ら
れ
る
源
泉
は
、
二

十
度
か
ら
五
十
五
度
の
温
度

で
、
源
泉
と
源
泉
を
ブ
レ
ン

ド
す
る
こ
と
で
四
十
二
度
程

度
の
適
温
に
し
て
お
り
、
加

温
や
加
水
も
し
て
い
な
い
た

め
、
源
泉
の
効
果
を
十
分
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
後
温
泉
で
は
、
全
国
的

に
も
珍
し
い
無
加
温
・
無
加

水
の
「
源
泉
か
け
流
し
」
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

③
松
山
城

　

松
山
市
の
中
心
部
に
そ
び

え
立
つ
松
山
城
は
、
賤
ヶ
岳

の
合
戦
で
有
名
な
七
本
槍
の

一
人
、
加
藤
嘉
明
が
築
き
始

め
た
お
城
で
す
。
門
・
櫓
・

塀
を
多
数
備
え
、
狭
間
や
石

落
と
し
、
高
石
垣
な
ど
を
巧

み
に
配
し
、
攻
守
の
機
能
に

優
れ
た
連
立
式
天
守
を
構
え

た
平
山
城
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
松
山
城
は
、
日
本
で

十
二
か
所
し
か
残
っ
て
い
な

い
「
現
存
十
二
天
守
」
の
う

ち
の
ひ
と
つ
、
江
戸
時
代
以

前
に
建
造
さ
れ
た
天
守
を
有

す
る
城
郭
の
一
つ
で
す
。
平

成
十
八
年
に
「
日
本
百
名

城
」、
平
成
十
九
年
に
は
道

後
温
泉
と
と
も
に
「
美
し
い

日
本
の
歴
史
的
風
土
百
選
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

〈
七
月
四
日
（
火
）〉

　

道
後
温
泉
→
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
→

糸
山
公
園
→
大
山
祇
神
社

（
宝
物
館
）→
千
年
松（
昼
食
）

→
亀
老
山
展
望
台
→
道
後
温

泉
「
大
和
屋
本
店
」（
泊
）

〈
七
月
五
日
（
水
）〉

　

道
後
温
泉
→
砥
部
焼
陶
芸

館
（
絵
付
け
体
験
）
→
松
山

城
→
五
志
喜
（
昼
食
）
→
Ｊ

Ｒ
松
山
駅
、
松
山
空
港
。

◯
旅
行
代
金　

下
記
料
金

（
一
名
）に
は
、
貸
し
切
り
バ

ス
・
宿
泊
代
・
食
事
代
・
入

場
料
等
を
含
み
ま
す
。
い
ず

れ
も
税
・
サ
ー
ビ
ス
料
込
み
。

　

三
～
四
名
一
室
で
一
名
に

つ
き
四
万
七
千
八
百
円
、
二

名
一
室
で
五
万
三
千
三
百

円
、
一
名
一
室
で
五
万
千
二

百
円
。

※
一
名
一
室
ご
希
望
の
場

合
、
夕
食
の
み
『
大
和
屋
本

店
』
に
て
ご
用
意
し
、
宿
泊

は
近
隣
ホ
テ
ル
へ
ご
案
内
い

し
ま
す
。（
大
和
屋
本
店
よ

り
徒
歩
圏
内
）

２
、
ゴ
ル
フ
大
会

①
日
時　

令
和
五
年
七
月
四

日
（
火
）

②
場
所　

エ
リ
エ
ー
ル
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
松
山

③
参
加
費　

一
人
二
万
六
千

円
（
会
費
、
プ
レ
ー
代
、
昼

食
代
込
み
）。

④
競
技　

十
八
ホ
ー
ル
ズ　

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー　

ダ
ブ

ル
ぺ
リ
ア
方
式
。

３
．
ゴ
ル
フ
大
会
終
了
後
、

記
念
旅
行
に
合
流
す
る
場

合
、
ゴ
ル
フ
場
か
ら
大
和
屋

本
店
ま
で
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

◯
旅
行
代
金
：
下
記
料
金

（
一
名
）に
は
、
貸
し
切
り
バ

ス
・
宿
泊
代
・
食
事
代
・
入

場
料
等
を
含
み
ま
す
。
い
ず

れ
も
税
・
サ
ー
ビ
ス
料
込
み
。

　

三
～
四
名
一
室
で
一
名
に

つ
き
三
万
七
千
八
百
円
、
二

名
一
室
で
一
名
に
つ
き
四
万

三
千
三
百
円
、
一
名
一
室
に

つ
き
四
万
千
二
百
円

＊
一
名
一
室
ご
希
望
の
場

合
、
夕
食
の
み
「
大
和
屋
本

店
」
に
て
ご
用
意
し
、
宿
泊

は
近
隣
ホ
テ
ル
へ
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。（
徒
歩
圏
内
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
東

京
都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
及
び
Ｗ

Ｅ
Ｂ
併
用
に
て

開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
役
員

九
十
二
名
（
う

ち
本
人
七
十
八

名
（
会
場
七
十

三
名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

五
名
）、
書
面

議
決
提
出
者
十

四
名
）
が
出
席

し
た
。

　

藤
川
幸
造
会

長
の
挨
拶
に
続

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
転
倒
災
害
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省

　
　
　
　
　

　

厚
生
労
働
省
と
労
働
災
害

防
止
団
体
は
、
転
倒
災
害
の

防
止
に
関
す
る
意
識
啓
発
を

図
り
、
職
場
に
お
け
る
転
倒

リ
ス
ク
の
総
点
検
と
必
要
な

対
策
の
実
施
に
よ
り
、
職
場

の
安
全
意
識
を
高
め
、
安
心

し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
転
倒
災
害
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て
い
る
。

二
月
と
全
国
安
全
週
間
の
準

備
月
間
で
あ
る
六
月
が
重
点

取
組
期
間
と
な
っ
て
い
る
。

詳
細
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

http://anzeninfo.m
hlw
.

g
o
.jp
/in
fo
rm
atio
n
/

tentou1501.htm
l

４年度

◇
安
全
優
良
職
長
厚
生
労
働
大
臣
顕
彰
◇

中
瀬
正
一
氏
（
徳
島
）

本会推薦

中瀬正一氏

　

厚
生
労
働
省
は
、
一
月
五

日
、
優
れ
た
技
能
と
経
験
を

有
し
、
担
当
す
る
現
場
又
は

部
署
に
お
い
て
作
業
の
安
全

を
確
保
し
て
優
良
な
安
全
成

績
を
あ
げ
た
職
長
等
を
対
象

と
し
た
安
全
優
良
職
長
厚
生

労
働
大
臣
顕
彰
の
令
和
四
年

度
の
受
賞
者
百
十
四
名
を
発

表
し
た
。

　

今
年
度
の
顕
彰
式
典
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
考
慮
し
昨
年
度
に

引
き
続
き
中
止
さ
れ
た
。

　

な
お
、本
会
推
薦
に
よ
り
、

中
瀬
正
一
氏
（
徳
島
）
が
厚

生
労
働
大
臣
顕
彰
を
受
賞
さ

れ
た
。

中
瀬
正
一
氏

　

勤
務
先
住
所
・
徳
島
県
徳

島
市
。
徳
島
市
指
定
上
下
水

道
工
事
店
協
同
組
合
、
小
松

設
備
（
株
）　

主
任
。

四
六
〇
〇
円

（
消
費
税
・
送
料
込
）
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建
設
技
能
者
の
能
力
評
価

は
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
に

技
能
者
登
録
を
行
っ
た
技
能

者
を
対
象
に
、
国
土
交
通
大

臣
よ
り
認
定
を
受
け
た
能
力

評
価
基
準
に
基
づ
き
、
能
力

評
価
実
施
団
体
が
行
っ
て
い

る
制
度
で
あ
る
。

　

配
管
に
お
け
る
能
力
評
価

は
、
全
管
連
・
日
管
連
・
日

空
衛
の
配
管
三
団
体
連
名
で

認
定
さ
れ
た
能
力
評
価
基
準

に
基
づ
き
、
技
能
者
一
人
ひ

と
り
の
経
験
、
知
識
・
技
能
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
応
じ

て
四
段
階
で
技
能
レ
ベ
ル
の

判
定
を
行
い
、
技
能
レ
ベ
ル

に
応
じ
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド

が
交
付
さ
れ
る
。

　

配
管
の
評
価
申
請
事
務
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
よ

り
紹
介
を
受
け
た
（
一
社
）

日
本
機
械
土
工
協
会
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
：
〇
三
︱
三
八
四
五
︱
二

七
二
七
、 http://w

w
w

.

je
m

c
a
.jp

/
le

v
e

l/

levelhyouka_haikan.

htm
l

）
に
業
務
委
託
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
こ
の
度
、

配
管
に
お
け
る
能
力
評
価
基

準
の
保
有
資
格
の
一
部
が
変

更
と
な
っ
た
の
で
お
知
ら
せ

す
る
。

　

変
更
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ

ま
で
レ
ベ
ル
４
で
あ
っ
た
一

級
管
工
事
施
工
管
理
技
士
を

レ
ベ
ル
３
と
し
、
レ
ベ
ル
３

を
一
級
又
は
二
級
管
工
事
施

工
管
理
技
士
と
す
る
こ
と

が
、
昨
年
十
二
月
二
十
三
日

に
国
土
交
通
大
臣
よ
り
認
め

ら
れ
認
定
さ
れ
た
。

　

変
更
理
由
は
、
大
学
を
出

て
直
接
一
級
管
工
事
施
工
管

理
技
士
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
一
級
技
能
士
を
持
っ
て

い
な
い
人
が
多
数
存
在
し
て

い
る
状
況
が
あ
り
、
こ
の
人

は
レ
ベ
ル
２
で
止
ま
っ
て
い

る
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

レ
ベ
ル
３
に
一
級
管
工
事
施

工
管
理
技
士
を
位
置
づ
け
る

も
の
で
あ
る
。

　

詳
細
は
、
下
記
新
基
準
表

を
参
照
く
だ
さ
い
。

建
設
業
許
可
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

一
部
改
正
等
に
つ
い
て

国交省

　

国
土
交
通
省
は
、
昨
年
十

二
月
二
十
八
日
付
で
不
動

産
・
建
設
経
済
局
長
建
設
業

課
長
名
を
も
っ
て
本
会
を
含

む
建
設
団
体
宛
に
標
記
を
通

知
し
た
。

　

詳
細
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス（
令

和
五
年
一
月
十
六
日
付
）
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

建
設
業
許
可
の
申
請
手
続

に
つ
い
て
は
、
申
請
者
及
び

許
可
行
政
庁
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
令
和
五
年
一
月
十
日

よ
り
建
設
業
許
可
・
経
営
事

項
審
査
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
当
該

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
申
請

を
行
う
場
合
に
は
、
許
可
申

請
書
類
の
一
部
の
提
出
を
省

略
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
建
設
業
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
令
和
四
年
政
令
第
三
百
五

十
三
号
）
に
よ
り
、
特
定
建

設
業
の
許
可
を
要
す
る
下
請

代
金
の
額
を
含
め
、
建
設
業

法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年

政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
に

規
定
さ
れ
て
い
る
各
種
の
金

額
要
件
に
つ
い
て
、
近
年
の

︱
建
設
業
許
可
・
経
営
事
項
審
査
の

　

電
子
申
請
が
本
年
１
月
か
ら
開
始
︱

工
事
費
の
上
昇
を
踏
ま
え
て

見
直
し
が
行
わ
れ
、
新
た
な

金
額
要
件
が
令
和
五
年
一
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

国
交
省
で
は
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
今
般
、「
建
設
業
許

可
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

改
正
し
、
令
和
五
年
一
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

ま
た
同
省
は
「
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
し
て
建
設

業
の
許
可
を
申
請
す
る
場
合

に
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
面
又
は
書
類
を
定

め
る
件
」（
令
和
四
年
国
土

交
通
省
告
示
第
千
三
百
二

号
）
を
告
示
し
、
十
二
月
二

十
八
日
付
で
建
設
業
課
長
名

を
も
っ
て
建
設
団
体
宛
に
事

務
連
絡
で
通
知
し
た
。

　

提
出
を
省
略
す
る
こ
と
の

で
き
る
書
面
又
は
書
類
を
は

下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

記

１
．
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
建
設
業
許
可
の
申
請
を

す
る
者
は
、
専
任
技
術
者
証

明
書
の
う
ち
、「
技
術
検
定

の
第
二
次
検
定
の
合
格
証
明

書
」
及
び
「
監
理
技
術
者
資

格
者
証
の
写
し
」
の
提
出
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
す
る
（
合
格
証
明
書
：

令
和
五
年
一
月
十
日
～
、
監

理
技
術
者
資
格
者
証
の
写

し
：
同
年
四
月
一
日
～
）。

２
．
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
対
し

て
建
設
業
許
可
の
申
請
を
す

る
者
は
、
当
該
者
が
法
人
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
「
登

記
事
項
証
明
書
」
を
、
当
該

者
が
個
人
で
あ
る
場
合
（
営

業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の

行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成

年
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
法
定

代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合

に
限
る
。）
に
あ
っ
て
は
「
そ

の
法
定
代
理
人
の
登
記
事
項

証
明
書
」
の
提
出
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す

る
（
令
和
五
年
一
月
十
日

～
）。

◎
電
子
化
の
対
象
と
な
る
手

続
の
範
囲　

※
都
道
府
県
毎
に
運
用
開
始

時
期
は
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
建
設
業
許
可
関
係

ａ
許
可
申
請

（
新
規
許
可
、
許
可
換
え
、

般
特
許
可
、
業
種
追
加
、
更

新
）

ｂ
変
更
等
の
届
出

（
事
業
者
の
基
本
情
報
、
経

営
業
務
管
理
責
任
者
、
営
業

所
の
専
任
技
術
者
、
営
業
所

の
代
表
者
等
）

ｃ
廃
業
等
の
届
出

ｄ
決
算
報
告

ｅ
許
可
通
知
書
等
の
電
子
送

付
※
各
行
政
庁
に
よ
り
取
扱

い
は
異
な
り
ま
す
。

○
経
営
事
項
審
査
関
係

ａ
経
営
事
項
審
査
申
請

（
経
営
規
模
等
評
価
、
総
合

評
定
値
）

ｂ
再
審
査
申
請

（
経
営
規
模
等
評
価
、
総
合

評
定
値
） 

ｃ
結
果
通
知
書
等
の
電
子
送

付
※
各
行
政
庁
に
よ
り
取
扱

い
は
異
な
り
ま
す
。

「
能
力
評
価
基
準
」
の

　
　
　
　

変
更
に
つ
い
て

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
配
管
技
能
者

全管連
日管連
日空衛

国交省

「
新
・
全
国
統
一
指
標
」

令
和
３
年
度
取
組
状
況
に
つ
い
て

建
設
工
事
や
業
務
に
関
す
る
品
質
確
保
や
働
き

方
改
革
の
た
め
の
取
組
状
況
を
を
と
り
ま
と
め

　

国
土
交
通
省
は
昨
年
十
二

月
二
十
三
日
、
公
共
発
注
者

に
よ
る
建
設
工
事
や
業
務
の

品
質
確
保
や
働
き
方
改
革
の

取
り
組
み
状
況
を
見
え
る
化

し
た
「
新
・
全
国
統
一
指
標
」

の
令
和
三
年
度
の
結
果
を
取

り
ま
と
め
公
表
し
た
。

　

詳
細
は
、
同
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。https://w

w
w

.m
lit.

go.jp/report/press/

kanbo08_hh_000926.

htm
l

　
「
新
・
全
国
統
一
指
標
」は
、

令
和
元
年
品
確
法
の
改
正
に

伴
い
、
公
共
工
事
等
の
品
質

確
保
や
働
き
方
改
革
の
よ
り

一
層
の
推
進
に
向
け
て
、
工

事
だ
け
で
な
く
測
量
、
調
査

及
び
設
計
を
含
め
た
取
組
状

況
を
把
握
・
明
確
化
す
る
た

め
五
つ
の
指
標
が
設
定
さ

れ
、
取
組
が
強
化
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
取
組

状
況
等
も
踏
ま
え
、
統
一
指

標
に
加
え
て
、地
域
毎
に「
地

域
独
自
指
標
」
を
設
定
し
、

状
況
に
応
じ
た
取
組
も
推
進

し
て
き
た
。

　

指
標
は
、
工
事
が
「
地
域

平
準
化
率
（
施
行
時
期
の
平

準
化
）」「
週
休
二
日
対
象
工

事
の
実
施
状
況
（
適
正
な
工

期
設
定
）」「
低
入
札
価
格
調

査
基
準
又
は
最
低
制
限
価
格

の
設
定
状
況
（
ダ
ン
ピ
ン
グ

対
策
）」の
三
つ
、業
務
が「
地

域
平
準
化
率
（
履
行
期
限
の

分
散
）」「
低
入
札
価
格
調
査

基
準
又
は
最
低
制
限
価
格
の

設
定
状
況
（
ダ
ン
ピ
ン
グ
対

策
）」
の
二
つ
。
地
域
ブ
ロ

ッ
ク
単
位
や
県
域
単
位
で
、

指
標
ご
と
に
取
り
組
み
状
況

を
公
表
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
「
週
休
二
日
対

象
工
事
の
実
施
状
況
」
は
、

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
令
和

三
年
度
実
績
値
が
全
国
平
均

で
〇
・
八
一
と
な
り
、
前
年

度
の
〇
・
六
四
か
ら
大
き
く

改
善
し
た
。
全
国
十
ブ
ロ
ッ

ク
の
う
ち
四
国（
〇
・
九
三
）、

北
海
道
（
〇
・
八
八
）、
東

北
（
〇
・
八
七
）、中
部
（
〇
・

八
四
）、
九
州
（
同
）
が
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

※一部の行政庁では、令和５年１月からの電子申請受付は行いません。

電子申請のメリット

システムによるエラーチェックや自動計算を行いますので、申請書類の作成に係る手間が省け、
作成誤りがなくなります。

▶▶ エラーチェック、自動計算

会社や自宅のパソコンから、インターネットで申請・届出書類を作成し、
申請・届出ができますので、行政庁への訪庁や郵送での申請・届出が
不要になります。
※従前通り、紙媒体による申請も受け付けます。　※変更届も対象です

▶▶ 会社・自宅からインターネットで申請

法務省（登記事項証明書）、国税庁（納税情報）等とのデータ連携により、
当該書類の取得や添付が不要になります。
※令和５年１月からのデータ連携は、上記に加え技術者資格情報等になります。
※デジタル庁が提供する認証サービス「GビズID」のID取得が必要となります。
※一部の手続きについてはデータ連携は行えません。

▶▶ データ連携により書類の取得・添付が不要

外部のアプリケーション等で作成したデータの取込や前回申請した
データを利用した申請書類の作成ができますので、入力の手間が
省けます。

▶▶ 外部データの取込、前回申請データの再利用

建設業許可・経営事項審査
電子申請システム (JCIP)

令和５年１月スタート

  建設業許可・経営事項審査の
 電子申請が始まります！
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令和５年度　技術検定試験　実施日程表（管・土木）

　

国
土
交
通
省
は
令
和
四
年

十
二
月
十
六
日
付
け
の
官
報

で
、
下
表
の
と
お
り
令
和
五

年
度
の
管
工
事
並
び
に
土
木

の
施
工
管
理
技
術
検
定
の
実

施
日
程
を
公
告
し
た
。
一
部

の
再
受
検
者
に
つ
い
て
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
が
可

能
。
詳
細
は
、（
一
財
）
全

国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.jctc.jp/

）
を
参
照

下
さ
い
。
各
技
術
検
定（
管
・

土
木
）
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
。

１
、
管
工
事

（
１
）
一
級
管
工
事
施
工
管

理
技
術
検
定

①
申
込
受
付
期
間

（
書
面
）
令
和
五
年
五
月
八

日
（
月
）
～
令
和
五
年
五
月

二
十
二
日
（
月
）

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
令
和

五
年
五
月
八
日
（
月
）
～
令

和
五
年
五
月
二
十
二
日（
月
）

午
後
十
一
時
五
十
九
分

※
再
受
検
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
申
込
が
可
能
で

す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
を

す
る
場
合
は
、
申
込
用
紙
を

購
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
申
込
は
受
検
者
本
人
が
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

②
試
験
日

・（
第
一
次
検
定
）
令
和
五

年
九
月
三
日
（
日
）

・（
第
二
次
検
定
）
令
和
五

年
十
二
月
三
日
（
日
）

③
合
格
発
表
日　

・（
第
一
次
検
定
）
令
和
五

年
十
月
五
日
（
木
）

・（
第
二
次
検
定
）
令
和
六

年
三
月
六
日
（
水
）。

（
２
）
二
級
管
工
事
施
工
管

理
技
術
検
定

①
第
一
次
検
定
（
前
期
）

・
申
込
受
付
期
間　

（
書
面
）
令
和
五
年
三
月
一

日
（
水
）
～
令
和
五
年
三
月

十
五
日
（
水
）

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
令
和

五
年
三
月
一
日
（
水
）
～
令

和
五
年
三
月
十
五
日
（
水
）

午
後
十
一
時
五
十
九
分

管
工
事
・
土
木
の

施
工
管
理
技
術
検
定
日
程
が
決
定

１
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

２
万
４
４
６
２
名
が
受
検

「
第
二
次
検
定
」
合
格
率
28
・
７
％

　

一
月
十
三
日
、（
一
財
）

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
と

国
土
交
通
省
は
、
令
和
四
年

十
月
二
日
に
実
施
し
た
令
和

四
年
度
一
級
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定
「
第
二
次
検
定
」

の
合
格
者
を
発
表
し
た
。（
合

格
者
は
同
研
修
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）

　

今
回
の
受
検
者
数
二
万
四

千
四
百
六
十
二
名
、
合
格
者

数
七
千
三
十
二
名
で
、
合
格

率
は
二
八
・
七
％
（
昨
年
度

三
六
・
六
％
）
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
第
二
次
検
定
合
格

者
に
つ
い
て
は
、
一
級
土
木

施
工
管
理
技
士
の
称
号
が
付

与
さ
れ
、
現
場
の
監
理
技
術

者
や
主
任
技
術
者
等
と
し
て

職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
一
層
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
級
土
木「
第
二
次
検
定
」

合
格
者
七
千
三
十
二
名
の
内

訳
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

１
、
試
験
地
別　

　

東
京
二
七
・
〇
％
、
大
阪

一
六
・
四
％
、
福
岡
一
三
・

二
％
、
名
古
屋
一
一
・
七
％
、

仙
台
八
・
二
％
等
。

２
、
勤
務
先
別

　

知
事
許
可
土
木
三
四
・

〇
％
、大
臣
許
可
土
木
二
七
・

八
％
、
公
務
員
・
独
法
等
一

〇
・
〇
％
、
知
事
許
可
そ
の

他
五
・
一
％
、
そ
の
他
一
六
・

一
％
等
。

３
、
年
齢
別

　

二
十
五
歳
～
二
十
九
歳
三

一
・
一
％
、
三
十
歳
～
三
十

四
歳
一
七
・
七
％
、
四
十
歳

～
四
十
四
歳
一
三
・
二
％
、

四
十
五
歳
～
四
十
九
歳
一

二
・
九
％
等
。

４
、
男
女
別

　

男
性
九
一
・
〇
％
、
女
性

九
・
〇
％
。

５
、
学
歴
別

　

大
学
五
〇
・
三
％
、
高
等

学
校
三
三
・
〇
％
、
短
大
・

高
専
九
・
九
％
等
。

・
試
験
日　

令
和
五
年
六
月

四
日
（
日
）

・
合
格
発
表
日　

令
和
五
年

七
月
四
日
（
火
）

②
「
第
一
次
検
定
・
第
二
次

検
定
」、「
第
一
次
検
定
（
後

期
）」、「
第
二
次
検
定
」

・
申
込
受
付
期
間

（
書
面
）
令
和
五
年
七
月
十

一
日
（
火
）
～
令
和
五
年
七

月
二
十
五
日
（
火
）

・
試
験
日　

令
和
五
年
十
一

月
十
九
日
（
日
）

・
合
格
発
表
日　
「
第
一
次

検
定
・
第
二
次
検
定
（
受
検

者
の
内
、
第
一
次
検
定
）」、

「
第
一
次
検
定
［
後
期
］」
令

和
六
年
一
月
五
日（
金
）、「
第

一
次
検
定
・
第
二
次
検
定（
受

検
者
の
内
、第
二
次
検
定
）」、

「
第
二
次
検
定
」
令
和
六
年

三
月
六
日
（
水
）。

２
、
土
木

（
１
）
一
級
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定

①
申
込
受
付
期
間　

（
書
面
）
令
和
五
年
三
月
十

七
日
（
金
）
～
令
和
五
年
三

月
三
十
一
日
（
金
）

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
令
和

五
年
三
月
十
七
日
（
金
）
～

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

（
金
）
午
後
十
一
時
五
十
九

分※
再
受
検
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
申
込
が
可
能
で

す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
を

す
る
場
合
は
、
申
込
用
紙
を

購
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
申
込
は
受
検
者
本
人
が
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

②
試
験
日

・（
第
一
次
検
定
）
令
和
五

年
七
月
二
日
（
日
）

・（
第
二
次
検
定
）
令
和
五

年
十
月
一
日
（
日
）

③
合
格
発
表
日　

・（
第
一
次
検
定
）
令
和
五

年
八
月
九
日
（
水
）

・（
第
二
次
検
定
）
令
和
六

年
一
月
十
二
日
（
金
）。

（
２
）
二
級
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定

①
第
一
次
検
定
（
前
期
・
種

別
を
土
木
の
み
と
す
る
）

・
申
込
受
付
期
間　

（
書
面
）
令
和
五
年
三
月
一

日
（
水
）
～
令
和
五
年
三
月

十
五
日
（
水
）

・
試
験
日　

令
和
五
年
六
月

四
日
（
日
）

・
合
格
発
表
日　

令
和
五
年

七
月
四
日
（
火
）

令和５年度
３
０
７
５
名
が
受
検

１
７
６
１
名
が
合
格
（
う
ち
高
校
生
86
名
）

第
一
次
検
定
（
後
期
）
合
格
率
57
・
３
％

令和４年度
　

一
月
二
十
日
、（
一
財
）

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
と

国
土
交
通
省
は
、
令
和
四
年

十
一
月
二
十
日
に
実
施
し
た

令
和
四
年
度
二
級
管
工
事
施

工
管
理
技
術
検
定
「
第
一
次

検
定
（
後
期
）」
受
検
の
合

格
者
を
発
表
し
た
。（
合
格

者
は
同
研
修
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）

　

今
回
の
受
検
者
数
三
千

七
十
五
名
、
合
格
者
数
千

七
百
六
十
一
名
で
、
合
格

率
は
五
七
・
三
％
（
令
和

二
年
度
は
五
四
・
二
％
）

と
な
っ
た
。

　

二
級
管
工
事
「
第
一
次
検

定
（
後
期
）」
合
格
者
千
七

百
六
十
一
名
の
内
訳
は
次
の

と
お
り
。

１
、
試
験
地
別　

　

東
京
三
三
・
三
％
、
大
阪

一
五
・
〇
％
、
名
古
屋
一
三
・

八
％
、
福
岡
七
・
四
％
、
仙

台
六
・
五
％
、
広
島
四
・
三
％

等
。

２
、
学
校
又
は
勤
務
先
別

　

建
設
業
六
三
・
七
％
、
短

大
・
高
専
七
・
五
％
、
高
等

学
校
四
・
九
％
等
。

３
、
年
齢
別

　

二
十
一
歳
～
二
十
四
歳
二

九
・
八
％
、
二
十
一
歳
未
満

一
九
・
三
％
、
二
十
五
歳
～

二
十
九
歳
一
五
・
三
％
、
三

十
歳
～
三
十
四
歳
一
〇
・

一
％
等
。

４
、
男
女
別

　

男
性
八
二
・
七
％
、
女
性

一
七
・
三
％
。

５
、
学
歴
別

　

大
学
四
六
・
〇
％
、
高
等

学
校
三
三
・
七
％
、
短
大
・

高
専
一
五
・
九
％
。

令和４年度

◇
２
級
管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

②
「
第
一
次
検
定
・
第
二
次

検
定
」、「
第
一
次
検
定
（
後

期
）」、「
第
二
次
検
定
」

・
申
込
受
付
期
間

（
書
面
）
令
和
五
年
七
月
五

日
（
水
）
～
令
和
五
年
七
月

十
九
日
（
水
）

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
令
和

五
年
七
月
五
日
（
水
）
～
令

和
五
年
七
月
十
九
日
（
水
）

午
後
十
一
時
五
十
九
分

・
試
験
日　

令
和
五
年
十
月

二
十
二
日
（
日
）

※
再
受
検
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
申
込
が
可
能
で

す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
を

す
る
場
合
は
、
申
込
用
紙
を

購
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
申
込
は
受
検
者
本
人
が
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

・
合
格
発
表
日　
「
第
一
次

検
定
・
第
二
次
検
定
（
受
検

者
の
内
、
第
一
次
検
定
）」、

「
第
一
次
検
定
［
後
期
］」
令

和
五
年
十
一
月
三
十
日

（
木
）、「
第
一
次
検
定
・
第

二
次
検
定
（
受
検
者
の
内
、

第
二
次
検
定
）」、「
第
二
次

検
定
」
令
和
六
年
二
月
七
日

（
水
）。
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（
一
財
）
地
域
開
発
研
究

所
は
、
管
工
事
・
土
木
施
工

管
理
技
士
を
目
指
す
方
の
た

め
に
受
験
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
講
習
会
の
種
類
は
次

の
と
お
り
で
す
（
金
額
は
消

費
税
込
み
）。

　

な
お
、
講
習
会
の
会
場
は

全
国
各
地
で
開
催
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.ias.or.jp

に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

◇
管
工
事

１
、
一
級
第
一
次
検
定

（
１
）
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
（
三

日
間
講
習
会
相
当
Ｗ
Ｅ
ｂ
動

画
配
信
型
講
習
会
（
ｅ-

ラ

ー
ニ
ン
グ
付
））
三
万
八
千

五
百
円

３
、
二
級
第
一
次
検
定

（
１
）Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス【
前
期
】

動
画
配
信
型
講
習
会
（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
付
）
二
万
六
千

四
百
円

（
２
）Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス【
後
期
】

動
画
配
信
型
講
習
会
（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
付
）
二
万
六
千

四
百
円

（
３
）
会
場
コ
ー
ス
【
後
期
】

二
日
間
講
習
会
（
ｅ-

ラ
ー

ニ
ン
グ
付
）
二
万
六
千
四
百

円４
、
二
級
第
二
次
検
定

（
１
）
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
動
画

配
信
型
講
習
会 

（
施
工
経
験

記
述
添
削
付
※
）
二
万
九
百

円（２
）
会
場
コ
ー
ス
（
一
日

講
習
会
・
施
工
経
験
記
述
添

削
付
※
）
二
万
九
百
円

５
、
二
級
第
一
次
・
第
二
次

（
１
）
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
（
三

日
間
講
習
会
相
当
の
動
画
配

信
型
講
習
会
（
施
工
経
験
記

述
添
削
付
※
））
四
万
千
八

百
円

（
２
）
会
場
コ
ー
ス
（
三
日

間
講
習
会
・
施
工
経
験
記
述

添
削
付
※
）
四
万
千
八
百
円

※
施
工
経
験
記
述
添
削
指
導

は
早
期
申
込
者
特
典
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

◇
助
成
金
に
つ
い
て

※
助
成
金
の
詳
細
に
つ
い
て

は
各
自
治
体
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

１
．
人
材
開
発
支
援
助
成
金

制
度

（
１
）
規
定
に
定
め
ら
れ
た

要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
で

あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
都

道
府
県
労
働
局
（
以
下
「
労

働
局
」
と
い
い
ま
す
）
に
訓

練
実
施
計
画
の
届
出
を
行
な

っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す

（
労
働
局
長
が
指
定
す
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
経
由
す
る
こ

と
も
可
能
）。

（
２
）
対
象
と
な
る
職
業
訓

練
の
種
類

　

本
研
究
所
の
受
験
講
習
会

で
二
十
時
間
以
上
の
場
合

は
、
対
象
と
な
る
「
事
業
外

訓
練
」
に
該
当
し
ま
す
。

（
３
）「
一
般
対
象
職
業
訓
練
」

の
経
費
等
助
成
率

・
助
成
額
の
限
度
：
一
訓
練

コ
ー
ス
あ
た
り
一
人
五
万
円

・
経
費
等
助
成
率
：
三
分
の

一
　

本
研
究
所
の
受
験
講
習
会

の
場
合
は
、
受
講
料
と
講
習

会
指
定
図
書
代
が
対
象
と
な

り
ま
す
。（
送
料
は
対
象
外
）

◇
問
合
せ
先

　
（
一
財
）
地
域
開
発
研
究

所　

〒
一
一
二
―
〇
〇
一
四

　

東
京
都
文
京
区
関
口
一
―

四
七
―
一
二
江
戸
川
橋
ビ

ル
、
電
話
〇
三
―
三
二
三
五

―
三
六
〇
一
。

（
２
）
会
場
コ
ー
ス
（
三
日

間
講
習
会
（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン

グ
付
））
三
万
八
千
五
百
円

（
３
）
会
場
参
加
型
×
Ｗ
ｅ

ｂ
動
画
配
信
の
ダ
ブ
ル
受
講

が
可
能
な
Ｗ
ｅ
ｂ
オ
プ
シ
ョ

ン
の
追
加
は
、
上
記
プ
ラ
ス

一
万
千
円
で
す
。

２
、
一
級
第
二
次
検
定

（
１
）
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
（
動

画
配
信
型
講
習
会
・
施
工
経

験
記
述
添
削
指
導
付
※
）
二

万
三
千
百
円

（
２
）
会
場
コ
ー
ス
（
一
日

講
習
会
・
施
工
経
験
記
述
添

削
指
導
付
※
）
二
万
三
千
百

円３
、
二
級
第
一
次
検
定

（
１
）Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス【
前
期
】

動
画
配
信
型
講
習
会
（
ｅ-

プランI プランII

自己負担額 身体賠償 10万円 0円
財物賠償 10万円 ３万円

工事中の事故 身体賠償 　　　　　１名　２億円
　　　　１事故　５億円

財物賠償 　　　　１事故　１億円

工事完成後の事故 身体賠償 　　　　　１名　２億円
１事故・期間中　５億円

財物賠償 １事故・期間中　１億円

施設の所有・使用・
管理に起因する事故

身体賠償 　　　　　１名　２億円
　　　　１事故　５億円

財物賠償 　　　　１事故　１億円
自動セットしている

主な特約
【請　賠】�交差責任担保追加条項（Both-Way）、作業対象物担保追加条項
【施設賠】漏水担保追加条項

年額掛金

完成工事高　5,000万 79,200円 139,200円
完成工事高　１億 157,200円 258,000円
完成工事高　２億 314,400円 516,000円
完成工事高　５億 756,000円 852,000円

　

本
制
度
は
、
全
管
連
会
員

の
皆
さ
ま
が
業
務
中
ま
た
は

工
事
完
成
後
に
発
生
し
た
賠

償
事
故
を
包
括
的
に
補
償
す

る
事
が
で
き
る
保
険
制
度
で

す
。
そ
し
て
、
全
管
連
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
低
廉
な
掛
金
水
準
に
な
っ

て
い
ま
す
。
全
管
連
会
員
企

業
の
安
定
経
営
に
貢
献
で
き

る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
】

　

二
〇
二
二
年
十
一
月
の
制

度
更
新
に
あ
わ
せ
て
、
今
ま

で
対
象
外
に
し
て
い
た
Ｊ
Ｖ

工
事
（
甲
型
・
乙
型
）
を
補

償
追
加
し
ま
す
。
お
手
続
き

の
際
は
Ｊ
Ｖ
工
事
の
完
成
工

事
高
を
含
め
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

補
償
の
対
象
と
な
る
方
は

①
会
員
企
業
（
記
名
被
保
険

者
）
②
会
員
企
業
の
役
員
お

よ
び
使
用
人　

③
会
員
企
業

の
下
請
負
人　

④
会
員
企
業

の
下
請
負
人
の
役
員
お
よ
び

使
用
人　

⑤
他
の
構
成
員

（
共
同
企
業
体
を
構
成
す
る

記
名
被
保
険
者
以
外
の
者
）

※
⑤
は
甲
型
Ｊ
Ｖ
の
み
補
償

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
注
意
点
）
甲
型
Ｊ
Ｖ
の
場

合
、
工
事
全
体
が
補
償
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
事
故
の
際

は
ご
加
入
者
の
甲
型
Ｊ
Ｖ
に

お
け
る
出
資
比
率
を
乗
じ
た

額
を
保
険
金
と
し
て
お
支
払

い
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
工
事

中
の
事
故
（
請
負
業
者
特
約

条
項
）
の
み
補
償
し
ま
す
。

【
商
品
の
概
要
】

（
１
）
掛
金

　

完
成
工
事
高
二
億
円
の
場

合
、
プ
ラ
ン
１
（
自
己
負
担

額
十
万
円
プ
ラ
ン
）
は
、
年

間
約
三
十
二
万
円
で
加
入
で

き
ま
す
。

（
２
）
掛
金
計
算
方
法

　

掛
金
算
出
基
礎
は
年
間
完

賠
償
三
万
円
プ
ラ
ン
ま
た
は

身
体
賠
償
・
財
物
賠
償
そ
れ

ぞ
れ
十
万
円
プ
ラ
ン
を
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
償
内
容
・
掛
金
や
制
度
に

関
す
る
お
問
合
せ
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
請
求
・
お
見
積
り
依

頼
・
商
品
内
容
の
説
明
会
実

施
等
の
お
問
い
合
わ
せ

　

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

（
株
）
営
業
開
発
部
第
三
課

（
〇
三
―
三
三
四
九
―
三
八

二
〇
）
平
日
九
時
～
十
七
時

（
株
）
ウ
ー
ベ
ル
保
険
事
務

所
（
幹
事
代
理
店
）
（
〇
一

二
〇
―
〇
二
六
―
〇
〇
五
）

平
日
九
時
十
五
分
～
十
七
時

全管連・管工事賠償補償制度

商
品
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

営
業
開
発
部
第
三
課　ま
た
は
㈱
ウ
ー
ベ
ル
保
険
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
Ｎ
Ｅ
Ｗ
】
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
工
事
（
以
下
、
Ｊ
Ｖ
工
事
）
を

補
償
。 

◎
低
廉
な
価
格
で
、
安
全
確
保
・
安
心
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

◎
11
月
始
期
で
す

◎
毎
月
１
日
補
償
開
始
に
て
中
途
加
入
も
随
時
募
集
中
！

成
工
事
高
（
百

万
円
単
位
）
と

な
り
ま
す
。

（
３
）
補
償
内

容①
補
償
額
：
身

体
賠
償
（
一
事

故
あ
た
り
）
五

億
円
、
財
物
賠

償
（
一
事
故
あ

た
り
）
一
億
円

②
工
事
完
成
・

引
渡
し
後
の
補

償
は
、
保
険
開

始
前
の
工
事
が

原
因
で
あ
っ
て

も
保
険
期
間
中

に
発
生
し
た
事

故
で
あ
れ
ば
補

償
い
た
し
ま

す
。
（
引
渡
し

後
の
補
償
期
間

は
無
制
限
で

す
）

（
４
）
自
己
負

担
額

　

自
己
負
担
額

を
二
タ
イ
プ
ご

用
意
い
た
し
ま

す
。
身
体
賠
償

〇
万
円
・
財
物

全
管
連
取
扱
い
主
な

保
険
商
品
の
ご
案
内

　

本
会
で
は
、
全
国
団
体
と

し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
、
所
属
員
企
業
の

雇
用
の
確
保
・
安
定
と
経
営

基
盤
の
確
立
を
図
る
た
め
、

各
種
共
済
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
取
り
扱
っ
て
い
る

主
な
保
険
商
品
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特

長
を
十
分
に
ご
理
解
の
上
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
新
し
い
特
約
や
新

商
品
の
導
入
な
ど
を
含
め
た

話
し
合
い
を
通
じ
て
、
よ
り

多
く
の
会
員
よ
り
選
ば
れ
る

優
れ
た
商
品
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
お
問
合
せ
は
本
会
事

務
局
（
電
話
〇
三
―
五
九
八

一
―
八
九
五
七
）
ま
で
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
付
）
二
万
六
千

四
百
円

（
２
）Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス【
後
期
】

動
画
配
信
型
講
習
会
（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
付
）
二
万
六
千

四
百
円

（
３
）
会
場
コ
ー
ス
【
後
期
】

二
日
間
講
習
会
（
ｅ-

ラ
ー

ニ
ン
グ
付
）
二
万
六
千
四
百

円４
、
二
級
第
二
次
検
定

（
１
）
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
動
画

配
信
型
講
習
会
（
施
工
経
験

記
述
添
削
指
導
付
※
）
二
万

九
百
円

（
２
）
会
場
コ
ー
ス
一
日
講

習
会
（
施
工
経
験
記
述
添
削

指
導
付
※
）
二
万
九
百
円

５
、
二
級
第
一
次
・
第
二
次

（
１
）
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
（
三

日
間
講
習
会
相
当
の
動
画
配

信
型
講
習
会
（
施
工
経
験
記

述
添
削
指
導
付
※
））
四
万

千
八
百
円

（
２
）
会
場
コ
ー
ス
（
三
日

間
講
習
会
（
施
工
経
験
記
述

添
削
指
導
付
※
））
四
万
千

八
百
円

◇
土
木

１
、
一
級
第
一
次
検
定

（
１
）
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
（
三

日
間
講
習
会
相
当
Ｗ
ｅ
ｂ
動

画
配
信
型
講
習
会
・
ｅ-

ラ

ー
ニ
ン
グ
付
）
三
万
八
千
五

百
円

（
２
）
会
場
コ
ー
ス
（
三
日

間
講
習
会
・
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン

グ
付
）
三
万
八
千
五
百
円

２
、
一
級
第
二
次
検
定

（
１
）
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
（
三

日
講
習
会
相
当
の
Ｗ
ｅ
ｂ
動

画
配
信
型
講
習
会
（
施
工
経

験
記
述
添
削
指
導
付
※
））

二
万
九
千
七
百
円

（
２
）
会
場
コ
ー
ス
（
二
日

間
講
習
会
・
施
工
経
験
記
述

添
削
指
導
付
※
）
二
万
九
千

七
百
円

管
工
事
・
土
木
施
工
管
理
技
士

受
験
講
習
会
の
ご
案
内

○全管連で取り扱っている主な保険商品

保険の名称 福祉共済制度
管工事賠償補償制
度

法定外労働災害補
償制度

中央会・業務災害
補償制度

保険会社
東京都火災共済協
同組合

損害保険ジャパン 損害保険ジャパン 損害保険ジャパン

補償内容
死亡、高度障害補
償(病気、ケガ)、入
院補償（ケガ）

第 三 者 賠 償 （ 請
賠、PL、施設賠）

労災補償（業務上
のケガ）

労災補償（業務上
のケガ）、使用者
賠

特　徴

安価で必要最低限
の補償

死亡、高度障害補
償を重視

安価で必要最低限
の補償

安価で必要最低限
の補償

経審で加点評価あ
り
 
政府労災の認定が
保険金の支払要件

相対的に割高だが
充実した補償

経審で加点評価あ
り
 
政府労災の認定を
待たずに保険金の
支払可能

主な特約 なし

被害者対応費用担
保追加条項

事故対応特別費用
担保追加条項

天災危険補償特約 各種あり

課　題 加入者数の減少 加入者数の頭打ち 加入者数の減少 加入者数の頭打ち

今後の取り組
み・方針

新たにハイパーメ
ディカルを導入し
病気入院補償の強
化・拡充を図る

今後も加入者数の
増加を進めつつ、
加入者のメリット
となる特約等を追
加 設 定 す る こ と
で 、 収 益 性 の 維
持・向上を目指す

業務災害補償制度の新たな団体保険（ビ
ジネスマスタープラス・傷害ユニット）
を立ち上げ、法定外労働災害補償制度と
パンフレットを一体として併売し、様々
なニーズに応えられる体制を整える

（現在取り扱いを検討中の保険商品）
　＊ハイパーメディカル：業務災害総合保険・病気補償特約（AIG損害保険）
　＊ビジネスマスタープラス・傷害ユニット：業務災害保険（損害保険ジャパン）
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５
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
総
務
部
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が

午
後
六
時
よ
り
行
わ
れ
、
佐
藤

次
長
、依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

６
日　
（
一
社
）
日
本
水
道

工
業
団
体
連
合
会
の
新
年
名
刺

交
換
会
が
午
後
四
時
よ
り
、
東

京
都
千
代
田
区
の
東
京
會
舘
に

て
行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
が
出
席

し
た
。

10
日　
（
一
社
）
建
設
技
能

人
材
機
構
の
事
業
部
情
報
共
有

会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
二
十
四
日
、

三
十
一
日
の
午
前
九
時
三
十
分

よ
り
行
わ
れ
、
仲
村
主
任
が
出

席
し
た
。

11
日　

東
京
管
工
機
材
商
業

協
同
組
合
の
賀
詞
交
歓
会
が
午

後
五
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都

文
京
区
の
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

に
て
行
わ
れ
、
上
田
局
長
が
出

席
し
た
。

12
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
令
和
四
年
度
第
五
回
正
副

会
長
部
会
長
会
議
が
正
午
よ

り
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の
川
崎

市
管
工
事
業
協
同
組
合
に
て
行

わ
れ
、
佐
藤
次
長
、
依
田
主
任

が
出
席
し
た
。

同
日　

三
多
摩
管
工
事
協
同

組
合
の
創
立
六
十
周
年
記
念
新

春
賀
詞
交
歓
会
が
午
後
四
時
よ

り
、
東
京
都
立
川
市
の
ホ
テ
ル

エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
に
て
行
わ

れ
、
粕
谷
専
務
、
松
本
調
査
役

が
出
席
し
た
。

13
日　

第
六
十
回
技
能
五
輪

全
国
大
会
競
技
委
員
会
第
九
回

「
配
管
分
科
会
」

が
午
後
二
時
よ

り
、
東
京
都
豊

島
区
の
全
管
連

会
館
に
て
行
わ
れ
、
渡
邉
弘
幸

氏
、
金
子
達
之
輔
氏
、
依
田
主

任
、
仲
村
主
任
が
出
席
し
た
。

同
日　

東
京
都
管
工
事
工
業

協
同
組
合
の
年
詞
交
歓
会
が
午

後
五
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都

港
区
の
八
芳
園
に
て
行
わ
れ
、

粕
谷
専
務
、
佐
藤
次
長
が
出
席

し
た
。

17
日　

第
三
百
五
十
二
回
理

事
会
が
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
東
京
都
港
区
の
品
川
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
及
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

に
て
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。（
敬
称
略
・

順
不
同
）

会
長
・
藤
川
、
副
会
長
・（
筆

頭
）
臼
倉
、
佐
藤
、
大
熊
、
宮

崎
、
原
、
加
藤
、
穂
刈
、
馬
場
、

前
田
、
角
田
、
櫻
井
、
藤
、
岩

永
、
理
事
・
部
長
・
岩
野
、
和

田
、
藤
原
、
鹿
野
、
松
本
、
理

事
・
村
田
、
龍
後
、
坂
本
、
井

上
、
太
田
、
白
田
、
松
原
、
池

田
、
中
村
（
勝
）、
後
閑
、
岡

田
（
章
）、
中
村
（
猛
）、
鴇
田
、

岡
本
、
鈴
木
、
五
十
嵐
、
上
杉
、

新
家
、
渡
辺
、
星
野
、
丸
山
、

小
柳
、
金
内
、
山
崎
、
柴
田
、

茗
荷
谷
、
冨
田
、
石
田
（
博
）、

大
野
、
坂
、
鎌
田
、
服
部
、
荒

川
、
岡
田
（
明
）、
川
島
、
谷

口
、
奥
村
、
津
村
、
木
村
、
水

野
、髙
井
、原
田
（
猛
）、高
原
、

吉
川
、
宇
田
川
、
北
野
、
中
川
、

宮
本
、
篠
野
、
松
尾
、
林
、
原

田
（
恵
）、
工
藤
、
横
山
、
織

戸
、前
田
、福
山
、仲
田
（
一
）、

専
務
理
事
・
粕
谷
、
監
事
・
木

村
、
渡
邊
。

同
日　

全
管
連
新
年
賀
詞
交

歓
会
が
午
後
三
時
よ
り
、
東
京

都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
て
行
わ
れ
た
。

19
日　

登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
令
和
四
年
度
第
十
回
運

営
委
員
会
並
び

に
後
期
登
録
講

習
講
師
打
合
会

が
午
後
三
時
よ

り
、
東
京
都
中
央
区
の
空
衛
会

館
に
て
行
わ
れ
、
安
田
技
術
参

与
、
阿
部
技
術
参
与
、
仲
村
主

任
が
出
席
し
た
。

20
日　

千
葉
県
水
道
管
工
事

協
同
組
合
の
創
立
七
十
周
年
記

念
式
典
並
び
に
合
同
新
年
賀
詞

交
歓
会
が
午
後
三
時
三
十
分
よ

り
、
千
葉
県
千
葉
市
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張
に
て
行

わ
れ
、
藤
川
会
長
、
粕
谷
専
務

が
出
席
し
た
。

24
日　

東
京
都
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
消
費
税
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
講
習
会
が
午
後
二
時
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本

教
育
会
館
に
て
行
わ
れ
、
鈴
木

課
長
が
出
席
し
た
。

25
日　

メ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

の
漏
水
事
例
に
係
る
打
合
せ
が

午
後
四
時
よ
り
、
神
奈
川
県
川

崎
市
の
川
崎
市
管
工
事
業
協
同

組
合
に
て
行
わ
れ
、
中
嶋
理
事

（
同
組
合
理
事
長
）、粕
谷
専
務
、

鈴
木
課
長
、
仲
村
主
任
が
出
席

し
た
。

26
日　
（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
の
第
一
回
給
水

装
置
工
事
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
・
効
率
化
に
向
け
た
勉
強
会

が
午
後
三
時
よ
り
、
東
京
都
新

宿
区
の
同
財
団
に
て
行
わ
れ
、

粕
谷
専
務
が
出
席
し
た
。

31
日　
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
の
第
十
回
災
害
時
支
援
に

関
す
る
検
討
委
員
会（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

が
午
前
十
時
よ
り
行
わ
れ
、
粕

谷
専
務
が
出
席
し
た
。

全
管
連
の
う
ご
き

1月

浄
化
槽
の
一
層
の
整
備
促
進

に
向
け
た
標
語
の
募
集
に
つ

い
て

　

毎
年
十
月
一
日
は
「
浄
化

槽
の
日
」
で
す
。

　

こ
の
「
浄
化
槽
の
日
」
は
、

浄
化
槽
の
設
置
や
管
理
方
法

等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
浄

化
槽
法
が
、
昭
和
六
十
年
十

月
一
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
当
時
の

環
境
庁
、
厚
生
省
、
建
設
省

の
三
省
庁
の
呼
び
か
け
に
よ

り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
浄
化
槽
の
日
」
実
行
委

員
会
（
全
管
連
含
む
十
四
団

体
で
構
成
）
で
は
、
毎
年
十

月
一
日
の
「
浄
化
槽
の
日
」

関
連
行
事
の
一
環
と
し
て
、

極
め
て
有
効
か
つ
効
率
的
な

生
活
排
水
処
理
施
設
で
あ
る

浄
化
槽
の
一
層
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
、
そ
の
必
要
性

を
国
民
の
皆
様
に
呼
び
か
け

る
標
語
の
募
集
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
入
選
作
品
に
つ

い
て
は
、
今
後
浄
化
槽
の
普

及
に
向
け
た
全
国
的
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
で
広
く
活
用
す

る
予
定
で
す
。
第
三
十
七
回

「
浄
化
槽
の
日
」
の
標
語
募

集
に
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

１
、
応
募
方
法　

　

標
語
一
人
一
回
一
作
品
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
は
が
き

に
標
語
と
必
要
事
項
（
氏
名

と
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話

番
号
）
を
記
載
し
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
生

の
方
は
、
小
中
高
の
別
、
学

年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
募
集
締
め
切
り
日　

　

五
月
十
二
日
（
金
）
必
着
。

３
、
入
賞
作
品
の
発
表

　

ご
本
人
に
直
接
通
知
す
る

ほ
か
、
実
行
委
員
会
事
務
局

（
全
国
浄
化
槽
団
体
連
合
会
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し

ま
す
。最
優
秀
賞
入
賞
者
は
、

全
国
浄
化
槽
大
会
式
典
に
ご

招
待
す
る
予
定
で
す
。

４
、
入
賞
作
品　
　

　

最
優
秀
賞
一
点　

賞
状
、

副
賞
五
万
円
、
優
秀
賞
三
点

　

賞
状
、
副
賞
一
万
円
。
な

お
、
学
生
の
方
の
副
賞
は
、

図
書
カ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

入
賞
作
品
の
使
用
・
著
作
権

は
「
浄
化
槽
の
日
」
実
行
委

員
会
に
帰
属
し
、
作
品
は
返

還
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
入
賞
作
品
は
「
浄

化
槽
の
日
」
標
語
と
し
て
標

語
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
、「
浄

化
槽
の
日
」
実
行
委
員
会
及

び
関
係
団
体
等
の
広
報
誌
等

に
広
く
浄
化
槽
Ｐ
Ｒ
に
使
用

し
ま
す
。

◎
過
去
三
回
の
最
優
秀
作
品

・�

第
三
十
六
回　

「
浄
化
槽　

く
ら
し
潤
す　

水
守
る
」

・�

第
三
十
五
回　

「
水
資
源　

地
域
で
守
る　

浄
化
槽
」

・�

第
三
十
四
回　

「
浄
化
槽

が
守
る　

持
続
可
能
な　

水
環
境
」

５
、
問
合
せ
・
応
募
先

　
「
浄
化
槽
の
日
」
実
行
委

員
会
事
務
局　

〒
一
六
二
︱

〇
八
四
四　

東
京
都
新
宿
区

市
谷
八
幡
町
一
三　

東
京
洋

服
会
館
七
階　
（
一
社
）
全

国
浄
化
槽
団
体
連
合
会
内　

電
話
〇
三
︱
三
二
六
七
︱
九

七
五
七
。

三
多
摩
管
工
事
協
同
組
合
が

創
立
60
周
年
記
念
新
春
賀
詞

交
歓
会
を
挙
行

　

三
多
摩
管
工
事
協
同
組
合

（
東
京
都
連
会
員　

理
事
長
・

松
本
正
美
氏
）
は
、
一
月
十

二
日
、
立
川
市
の
ホ
テ
ル
エ

ミ
シ
ア
東
京
立
川
に
て
創
立

六
十
周
年
記
念
新
春
賀
詞
交

歓
会
を
挙
行
し
た
。当
日
は
、

行
政
機
関
や
関
係
団
体
の
ほ

か
地
元
来
賓
が
出
席
さ
れ

た
。

　

同
組
合
は
昭
和
三
十
八
年

に
創
立
さ
れ
、
現
在
は
所
属

員
数
三
百
九
十
六
社
を
擁
し

て
い
る
。
特
に
災
害
対
応
と

し
て
、
平
成
十
六
年
に
東
京

都
水
道
局
と
締
結
し
た
「
震

災
時
に
お
け
る
給
水
施
設
の

応
急
処
置
の
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
軸
に
、
組
合
員
全

員
を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練

を
定
期
的
に
主
催
し
て
い
る

ほ
か
、
隣
接
す
る
管
工
事
組

合
と
災
害
時
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
よ
り

一
層
地
域
社
会
の
信
頼
に
応

え
ら
れ
る
組
織
と
し
て
貢
献

し
て
い
る
。

　

新
春
賀
詞
交
歓
会
で
は
、

六
十
周
年
記
念
功
労
者
表
彰

式
を
行
い
、
永
年
の
組
合
や

業
界
へ
の
功
績
を
讃
え
て
役

員
、
組
合
員
、
賛
助
会
員
に

顕
彰
状
や
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
、
六
十
周
年
の
節
目
に
華

を
添
え
た
。

千
葉
県
水
道
管
工
事
協
同
組

合
が
創
立
70
周
年
記
念
式
典

を
挙
行

　

千
葉
県
水
道
管
工
事
協
同

組
合
（
千
葉
県
連
会
員　

理

事
長
・
臼
倉　

進
氏
）
は
、

一
月
二
十
日
、
千
葉
市
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張

に
て
創
立
七
十
周
年
記
念
式

典
並
び
に
合
同
新
年
賀
詞
交

歓
会
を
挙
行
し
た
。当
日
は
、

行
政
機
関
や
関
係
団
体
の
ほ

か
地
元
来
賓
が
出
席
さ
れ

た
。

　

同
組
合
は
昭
和
二
十
八
年

に
創
立
さ
れ
、
現
在
は
所
属

員
数
二
百
四
十
三
社
を
擁
し

て
い
る
。
特
に
災
害
対
応
と

し
て
、
平
成
二
十
八
年
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
県

水
道
局
か
ら
の
災
害
協
定
に

基
づ
く
要
請
に
よ
り
、
復
旧

作
業
従
事
者
等
述
べ
百
二
十

九
名
を
派
遣
し
現
地
の
復
興

に
尽
力
し
た
。

　

ま
た
、
県
水
道
局
と
平
成

十
七
年
に
締
結
し
た
災
害
協

定
を
平
成
二
十
六
年
に
全
面

的
に
見
直
し
、
さ
ら
に
令
和

三
年
に
は
更
に
内
容
を
見
直

し
た
「
災
害
時
等
に
お
け
る

給
水
区
域
内
の
水
道
復
旧
活

動
に
関
す
る
協
定
」
を
県
企

業
局
と
締
結
す
る
等
、
社
会

生
活
に
不
可
欠
な
水
道
の
復

旧
の
た
め
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。　

　

式
典
で
は
、
永
年
の
管
工

事
業
界
へ
の
功
績
を
讃
え
て

全
管
連
会
長
感
謝
状
が
、
新

井
光
雄
氏（
全
管
連
元
理
事
、

同
組
合
前
副
理
事
長
）
に
対

し
、
藤
川
会
長
よ
り
授
与
さ

れ
、
七
十
周
年
の
節
目
に
華

を
添
え
た
。

第
50
回
建
築
物
環
境
衛
生
管

理
全
国
大
会
を
開
催　

　
（
公
財
）
日
本
建
築
衛
生

管
理
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
一

月
十
九
日
、
二
十
日
の
両
日

に
亘
っ
て
東
京
都
千
代
田
区

の
日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ

ー
ル
に
お
い
て
「
第
五
十
回

か
ら
踏
み
出
す
建
築
物
衛
生

の
新
た
な
役
割
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
第
五
十
回
建
築

物
環
境
衛
生
管
理
全
国
大
会

を
挙
行
し
た
。

　

式
典
で
は
、
建
築
物
の
環

境
衛
生
管
理
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
の
あ
っ
た
十
八

名
に
対
し
て
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
（
建
築
物
環
境
衛
生
功

労
者
）、
二
十
五
名
に
対
し

て
日
本
建
築
衛
生
管
理
教
育

セ
ン
タ
ー
会
長
表
彰
（
建
築

物
の
環
境
衛
生
管
理
事
業
功

労
者
）、
第
四
十
九
回
大
会

研
究
集
会
優
秀
発
表
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

第
55
回
管
工
機
材
・
設
備
総

合
展
の
ご
案
内

　

第
五
十
五
回
管
工
機
材
・

設
備
総
合
展
（
共
催
・
東
京

都
、
東
京
管
工
機
材
商
業
協

同
組
合
、
東
京
都
管
工
事
工

業
協
同
組
合
、
全
国
管
工
機

材
商
業
連
合
会
、
全
管
連
）

が
、
七
月
二
十
五
日
（
火
）

か
ら
二
十
七
日
（
木
）
ま
で

の
三
日
間
に
わ
た
り
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
南
展
示
棟
一
・

二
ホ
ー
ル（
東
京
都
江
東
区
）

に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
未
来

へ
つ
な
げ
よ
う　

自
然
と
技

術
を
結
ぶ　

設
備
展
」
で
、

各
種
の
優
秀
な
管
工
事
設
備

機
器
を
展
示
す
る
予
定
で
あ

る
。
東
京
管
工
機
材
商
業
協

同
組
合
で
は
、
今
日
の
、
そ

し
て
未
来
の
暮
ら
し
と
経
済

活
動
を
支
え
る
技
術
・
ア
イ

デ
ア
を
一
堂
に
結
集
し
、
そ

　

同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s://w

w
w
.g
as.

or.jp/gas-pipe/

）
に
あ

る
「
ガ
ス
管
調
査
窓
口
検
索

サ
イ
ト
」
で
は
各
地
域
の
都

市
ガ
ス
事
業
者
の
ガ
ス
管
調

査
窓
口
が
確
認
で
き
る
。

　

同
サ
イ
ト
は
、
検
索
し
た

い
都
道
府
県
や
市
名
等
を
選

択
、
検
索
結
果
一
覧
か
ら
ガ

ス
会
社
の
連
絡
先
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

川
崎
市
組
合
と
の
メ
ー
タ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
の
漏
水
事
例
に
係

る
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
管
連

　

全
管
連
事
務
局
は
一
月
二

十
五
日
、
川
崎
市
管
工
事
業

協
同
組
合
を
訪
ね
、
メ
ー
タ

ー
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
け
る
メ
ー

タ
交
換
時
の
漏
水
発
生
問
題

に
つ
い
て
、
中
嶋
理
事
長
、

大
貫
副
理
事
長
ら
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

川
崎
市
組
合
か
ら
は
、
メ

ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
川
崎
市
上
下
水

道
局
と
の
意
見
交
換
の
結

果
、
メ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト
消
耗

部
品
の
取
替
単
価
が
設
定
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

令
和
四
年
四
月
か
ら
上
下
水

道
局
が
メ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト
の

構
造
に
係
る
仕
様
変
更
を
行

っ
た
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ

た
。

　

全
管
連
事
務
局
と
し
て

も
、
メ
ー
カ
団
体
と
の
意
見

交
換
、
他
都
市
に
お
け
る
対

応
状
況
な
ど
更
に
情
報
収
集

に
努
め
会
員
へ
の
適
切
な
情

報
提
供
を
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
で

き
る
場
に
し
た
い
と
し
て
い

る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
京

管
工
機
材
商
業
協
同
組
合

（
電
話
〇
三
︱
三
八
六
六
︱

九
五
四
三
、https://w

w
w
.

tokanki.or.jp

）
ま
で
。

工
事
に
よ
る
ガ
ス
管
損
傷
の

防
止
に
つ
い
て

�

（
一
社
）
日
本
ガ
ス
協
会

　
（
一
社
）
日
本
ガ
ス
協
会

は
毎
年
、
解
体
工
事
、
設
備

工
事
等
を
起
因
と
す
る
ガ
ス

管
損
傷
事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
標

記
に
つ
い
て
本
会
宛
に
依
頼

を
行
っ
た
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
は
、
敷
地
内
工
事
に
際
し

て
ガ
ス
管
の
位
置
を
確
認
す

る
こ
と
が
肝
要
で
、
ガ
ス
管

の
位
置
が
分
か
ら
な
い
場
合

挨
拶
す
る
松
本
理
事
長

功
労
者
表
彰
式

記
念
式
典
で
挨
拶
す
る
臼
倉

理
事
長

全
管
連
会
長
感
謝
状
の
授
与

は
、
工
事
開
始
前
に
地
域
の

都
市
ガ
ス
事
業
者
へ
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
し
て
い

る
。
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（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

は
、
配
水
管
工
事
事
業
者
及

び
水
道
事
業
体
の
水
道
技
術

者
を
対
象
に
、
耐
震
継
手
管

の
配
管
・
接
合
に
関
す
る
知

識
や
技
能
の
修
得
を
目
的
と

し
て
「
配
水
管
工
技
能
講
習

会
」
を
次
の
通
り
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
配
水
管
工
技
能

講
習
会
の
ご
案
内
が
二
月
一

日
（
水
）、
同
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

jw
w
a.or.jp/haikan/

）

令和５年度

で
公
開
さ
れ
ま
す
。
申
込
み

は
、
ウ
ェ
ブ
申
込
み
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
受
講
申
込
み
の
受

付
開
始
日
は
受
講
会
場
・
受

講
回
に
よ
っ
て
三
回
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
開
催
日
が
概
ね
四

月
～
八
月
末
ま
で
の
も
の
は

二
月
八
日
（
水
）
か
ら
、
九

月
～
令
和
六
年
三
月
末
ま
で

の
も
の
は
七
月
四
日
（
火
）、

十
一
日
（
火
）
か
ら
申
込
み

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
等
感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
よ
り
、
講
習
会
の
受
講

に
当
た
っ
て
は
、
受
講
条
件

及
び
注
意
事
項
を
付
け
加
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
等
の
感
染
状
況

に
よ
り
講
習
会
規
模
や
受
講

者
の
地
域
の
限
定
な
ど
、
募

集
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が

有
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

１
、
講
習
会
区
分

（
１
）
配
水
管
工
技
能
講
習

会
（
小
口
径
管
）（
以
下
「
小

口
径
管
」
と
い
う
。）

　

口
径
一
〇
〇
㎜
又
は
一
五

〇
㎜
の
耐
震
継
手
管（
Ｇ
Ｘ
、

Ｎ
Ｓ
形
管
）
等
を
使
用
し
て

三
日
間
の
講
習
。
全
国
の
十

四
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

（
２
）
配
水
管
工
技
能
講
習

会
（
大
口
径
管
）（
以
下
「
大

口
径
管
」
と
い
う
。）

　

口
径
五
〇
〇
㎜
以
上
の
耐

震
継
手
管
（
Ｎ
Ｓ
、Ｓ
形
管
）

等
を
使
用
し
て
二
日
間
の
講

習
。
こ
の
講
習
会
は
、
東
京

会
場
及
び
名
古
屋
会
場
の
二

会
場
で
実
施
し
ま
す
。
会
場

に
よ
っ
て
、
使
用
管
種
・
口

径
が
異
な
り
ま
す
。

２
、
受
講
資
格

（
１
）
小
口
径
管
（
三
日
間
）

　

配
水
管
布
設
工
事
に
お
い

て
水
道
用
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
の
配
管
・
接
合
の
実
務
経

験
が
二
年
以
上
あ
り
、
配
管

接
合
に
関
す
る
基
本
動
作
を

問
題
な
く
行
え
る
者
。

（
２
）
大
口
径
管
（
二
日
間
）

　

耐
震
継
手
配
水
管
技
能
者

と
し
て
日
本
水
道
協
会
に
登

録
済
み
の
者
。

（
３
）
注
意
事
項

　

本
講
習
会
は
、
配
管
実
技

を
主
体
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
小
口
径
管
と
大
口

径
管
の
配
管
接
合
に
関
す
る

基
本
動
作
を
問
題
な
く
行
え

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
小
口
径
管

　

２
、
の
（
１
）
の
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
を
満
足
せ
ず
講
習
会
の
進

行
に
支
障
を
き
た
す
と
判
断

し
た
場
合
は
辞
退
（
退
場
）

し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
、
講
習
会
は

未
修
了
扱
い
と
し
、
受
講
料

の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
大
口
径
管

　

受
講
資
格
は
、
耐
震
継
手

配
水
管
技
能
者
と
し
て
日
本

水
道
協
会
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
有
効
期
限
が
切
れ
て
い

な
い
方
と
な
り
ま
す
。

　

小
口
径
管
の
申
し
込
み
時

に
大
口
径
管
を
併
せ
て
申
請

日
本
水
道
協
会

配
水
管
工
技
能
講
習
会
の
ご
案
内

（
以
下
「
併
願
」
と
い
う
。）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
口
径

管
修
了
後
に
大
口
径
管
を
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
、
講
習
会
場

　

日
本
水
道
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

４
、
講
習
会
の
実
施
日
及
び

申
込
締
切
日

　

各
講
習
会
の
実
施
日
及
び

締
切
日
は
「
講
習
会
日
程
表

（
別
掲
）」
の
と
お
り
で
す
。

５
、
受
講
申
込
方
法

　

受
講
の
申
込
み
は
ウ
ェ
ブ

申
込
み
に
よ
り
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

郵
送
で
の
申
込
み
を
希
望

さ
れ
る
方
は
日
本
水
道
協
会

配
水
管
工
技
能
講
習
会
事
務

担
当
ま
で
返
信
用
封
筒
（
角

２
）
を
同
封
の
上
、ご
案
内
・

申
込
用
紙
の
請
求
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
講
受

付
後
、
代
行
申
請
手
数
料
と

し
て
千
百
円
（
う
ち
消
費
税

額
百
円
）
が
別
途
必
要
に
な

り
ま
す
。

６
、
受
講
料

　

講
習
会
区
分
別
の
受
講
者

一
名
の
受
講
料
は
次
の
と
お

り
で
す
。
受
講
料
に
は
、
講

習
会
テ
キ
ス
ト（
非
売
）、管
・

弁
類
寸
法
質
量
表
、消
耗
品
、

配
管
材
料
、
傷
害
補
償
保
険

料
、
消
費
税
等
の
費
用
を
含

み
ま
す
。

（
１
）
小
口
径
管

　

六
万
七
千
円
（
税
込
）。

（
２
）
大
口
径
管

　

四
万
円
（
税
込
）。

７
、
問
合
せ
先

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

　

配
水
管
工
技
能
講
習
会
事

務
担
当　

電
話
〇
三
︱
三
二

六
四
︱
二
四
九
六
、haikan

@
jw
w
a.or.jp

。

︱ 

２
月
１
日（
水
）に
日
本
水
道
協
会
の

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
込
案
内
を
掲
載 

︱

︱ 

講
習
会
場
及
び
受
講
回
に
よ
っ
て

　

 

申
込
開
始
日
が
２
月
８
日（
水
）と

　

 

７
月
４
日（
火
）11
日（
火
）に
分
か
れ
ま
す 

︱


